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(57)【要約】
【課題】モニタの輝度、コントラスト又は色温度等のず
れをユーザが簡便且つ正確に補正することのできる医用
画像診断装置を提供する。
【解決手段】
　超音波の送受波を利用して被検体の断層画像を撮像し
、該画像を、基準信号入力時のカソード電流を検出する
カソード電流検出部２４と該カソード電流の検出値が適
正値となるようモニタのパラメータを調整するコントロ
ールユニット２５を備えたＣＲＴモニタ２０に表示させ
る超音波診断装置において、超音波診断装置本体１０に
モニタ調整用の基準信号を生成する基準信号生成部１７
と基準信号生成部１７及びコントロールユニット２５を
制御する制御部１８を設ける。ユーザが入力部１９から
モニタの補正を指示すると、制御部１８が基準信号生成
部１７及びコントロールユニット２５を制御して、基準
信号の生成及び該基準信号に基づいたモニタのパラメー
タ調整を実行させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基準信号入力時のＣＲＴのカソード電流を検出するカソード電流検出手段と該カソード
電流が所定の値となるようモニタのパラメータを調整するパラメータ調整手段を備えたＣ
ＲＴモニタに撮像した画像を表示させる医用画像診断装置であって、
　a) ユーザがモニタの補正開始を指示するための入力手段と、
　b) 前記入力手段からの指示に応じて、モニタ補正用の基準信号を生成し前記ＣＲＴモ
ニタに出力する基準信号生成手段と、
　c) 前記入力手段からの指示に応じて、前記カソード電流の検出及びパラメータ調整の
開始を指示する制御信号を前記ＣＲＴモニタに出力する補正指示手段と、
　を有することを特徴とする医用画像診断装置。
【請求項２】
　上記入力手段がモニタの輝度補正の開始を指示するためのものであって、
　上記基準信号生成手段が、該入力手段からの指示に応じて黒レベル信号を生成し、
　上記補正指示手段が、該入力手段からの指示に応じて上記モニタのパラメータとしてカ
ソードに印加する直流バイアス電圧を調整するよう上記ＣＲＴモニタに指示することを特
徴とする請求項１に記載の医用画像診断装置。
【請求項３】
　上記入力手段が、更に、モニタのコントラスト補正の開始を指示可能なものであって、
　上記基準信号生成手段が、該入力手段からの指示に応じて白レベル信号を生成し、
　上記補正指示手段が、該入力手段からの指示に応じて上記モニタのパラメータとして映
像信号の増幅率を調整するよう上記ＣＲＴモニタに指示することを特徴とする請求項２に
記載の医用画像診断装置。
【請求項４】
　上記ＣＲＴモニタとしてカラーＣＲＴモニタを用いる医用画像診断装置であって、
　上記入力手段からモニタの輝度補正開始又はモニタのコントラスト補正開始の指示がな
された際に、上記補正指示手段が、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色について上記バイアス電圧の調整又
は映像信号の増幅率の調整を行うよう上記ＣＲＴモニタに指示することを特徴とする請求
項２又は３に記載の医用画像診断装置。
【請求項５】
　上記医用画像診断装置が、超音波の送受波を利用して被検体内部の情報を取得するもの
であることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の医用画像診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体内部の情報を取得し、該情報を画像化して表示するための医用画像診
断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置等の医用画像診断装置では、被検体から収集した内部情報を基に画像を
生成し、該画像をＣＲＴ（Cathode Ray Tube：陰極線管）等から成るモニタ上に表示する
ことで診断に供している。このため、正確な診断を行うためには該モニタの輝度やコント
ラスト等を適切に維持する必要がある。
【０００３】
　このような医用画像診断装置は、工場での組み立ての際にモニタの輝度、コントラスト
、及び色温度等が適切な値に調整される。しかし、その後、何らかの原因でこれらの調整
値が変動した場合や、経年変化によって当初の設定値からずれを生じた場合には、ユーザ
がモニタに設けられたボタンやダイヤル等を用いてこれらのパラメータを手動で調整する
必要があった。
【０００４】
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　特許文献１には、このようなモニタ調整時の操作性を向上するため、モニタの輝度やコ
ントラストを調整するための画質調整用操作器を超音波診断装置本体の操作盤上に設けた
ものが記載されている。
【０００５】
【特許文献１】特開平07-008490号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上記のような手動によるパラメータ調整には手間が掛かる上に、ユーザがモニ
タを視認しながら輝度やコントラスト、色温度等を工場調整時の状態に正確に補正するこ
とは困難であった。
【０００７】
　すなわち、本発明が解決しようとする課題は、経年変化等によるモニタの輝度、コント
ラスト又は色温度等のずれをユーザが簡便且つ正確に補正することのできる医用画像診断
装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するためになされた本発明に係る医用画像診断装置は、基準信号入力時
のＣＲＴのカソード電流を検出するカソード電流検出手段と該カソード電流が所定の値と
なるようモニタのパラメータを調整するパラメータ調整手段を備えたＣＲＴモニタに撮像
した画像を表示させる医用画像診断装置であって、
　a) ユーザがモニタの補正開始を指示するための入力手段と、
　b) 前記入力手段からの指示に応じて、モニタ補正用の基準信号を生成し前記ＣＲＴモ
ニタに出力する基準信号生成手段と、
　c) 前記入力手段からの指示に応じて、前記カソード電流の検出及びパラメータ調整の
開始を指示する制御信号を前記ＣＲＴモニタに出力する補正指示手段と、
　を有することを特徴としている。
【０００９】
　ここで、上記モニタのパラメータとは、例えば、映像信号の増幅率や、カソードに印加
する直流バイアス電圧の値等を指す。モニタの輝度を補正する場合には、前記基準信号と
して黒レベル信号をＣＲＴに入力し、その際のカソード電流が予め定められた値となるよ
う直流バイアス電圧を調整する。更に、モニタのコントラストを補正する際には、前記基
準信号として白レベル信号をＣＲＴに入力し、その際のカソード電流が予め定められた値
となるよう映像信号の増幅率を調整することで、黒レベルに対する白レベルの輝度比を調
整する。また、ＣＲＴモニタとしてカラーＣＲＴを備えたものを使用する場合には、Ｒ（
Red）、Ｇ（Green）、Ｂ（Blue）の各色について上記のような輝度補正及び／又はコント
ラスト補正を行い、ＲＧＢのバランスを適切に調整することでモニタの色温度を補正する
ことができる。
【発明の効果】
【００１０】
　上記構成を有する本発明の医用画像診断装置によれば、ユーザは、入力手段を用いてモ
ニタ調整の実行を指示するだけで、自動的にモニタの輝度、コントラスト又は色温度を補
正することができるため、煩雑な調整操作を行うことなく常に一定の画質を維持すること
ができ、診断に有用である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について実施例に基づいて説明する。
【実施例】
【００１２】
　図１は、本実施例に係る超音波診断装置の概略構成を示すブロック図である。本実施例
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の超音波診断装置は超音波の送受波を利用して被験者体内の情報を取得して画像化する超
音波診断装置本体１０と、該本体１０と通信可能に接続されたＣＲＴモニタ２０で構成さ
れる。プローブ１１は被検者の体表に当接させて超音波の送受波を行うものであり、超音
波送受信部１２は、該プローブ１１による超音波の送受波を制御するものである。プロー
ブ１１によって受信されたエコー信号は、超音波画像生成部１３へ送られ、超音波画像生
成部１３では、該エコー信号に対して所定の処理を施すことにより画像信号が生成される
。グラフィック部１４は、診断情報等の文字やボディーマーク等の図形から成るグラフィ
ックデータを生成するものであり、該グラフィック信号は、信号合成部１５において前記
画像信号と合成される。信号合成部１５から送出された映像信号（画像信号＋グラフィッ
ク信号）は、Ｄ／Ａ変換部１６を経てＣＲＴモニタ２０に出力される。上記各部の動作は
制御部１８によって制御されており、制御部１８には、トラックボール等のポインティン
グデバイスやキーボード、各種操作ボタン等を備えた入力部１９が接続され、該入力部１
９によってユーザからの指示が制御部１８に入力される。なお、超音波診断装置本体１０
は、更に、モニタ調整のための基準信号を生成する基準信号生成部１７を備えている（詳
細は後述する）。
【００１３】
　ＣＲＴモニタ２０は、モノクロＣＲＴ２３と、上記超音波診断装置本体１０から送出さ
れた映像信号を増幅する映像信号増幅部２１と、該映像信号の直流レベルを調整するバイ
アス調整部２２を備えており、超音波診断装置の本体１０から送出された映像信号は、映
像信号増幅部２１及びバイアス調整部２２を経てＣＲＴ２３に設けられた電子銃のカソー
ドに送出される。更に、ＣＲＴモニタ２０内には、カソードに流れる電流を測定するカソ
ード電流検出部２４と、ＣＲＴモニタ２０内の各部の動作を制御するコントロールユニッ
ト２５を備えており、コントロールユニット２５には、黒レベル（最小輝度レベル）及び
白レベル（最大輝度レベル）におけるカソード電流の適正値が記憶されている。
【００１４】
　続いて、本実施例の超音波診断装置におけるモニタの輝度補正時の動作について、図２
のフローチャートに基づいて説明する。超音波診断装置による撮像中に、ユーザが入力部
１９から所定の操作を行ってモニタの輝度補正を指示すると（ステップＳ１１）、制御部
１８は、基準信号生成部１７に対して黒レベル信号の生成を指示する。制御部１８の指示
を受けた基準信号生成部１７は、黒レベル信号を生成して信号合成部１５に送出する（ス
テップＳ１２）。このとき、超音波画像の生成及びグラフィックの生成は停止されるため
、該黒レベル信号のみが映像信号としてＣＲＴモニタ２０に出力される。次に、制御部１
８は、ＣＲＴモニタ２０内部のコントロールユニット２５に対して輝度補正の開始を指示
する制御信号を送出する（ステップＳ１３）。
【００１５】
　ＣＲＴモニタ２０に入力された上記黒レベル信号は、映像信号増幅部２１及びバイアス
調整部２２を経てＣＲＴ２３のカソードに入力される。このとき、制御部１８から輝度補
正開始の制御信号を受けたコントロールユニット２５により、カソード電流検出部２４が
制御され、上記黒レベル信号入力時におけるカソード電流が検出される（ステップＳ１４
）。続いて、コントロールユニット２５は、該検出値が上述の適正値と一致するか否かを
判定し（ステップＳ１５）、一致しない場合には、検出値を適正値に近づけるようバイア
ス調整部２２を制御してカソードに印加するバイアス電圧を変更する（ステップＳ１６）
。上記ステップＳ１４～Ｓ１６が繰り返し実行され、カソード電流が前記適正値と一致す
ると、コントロールユニット２５から超音波診断装置本体の制御部１８へ輝度補正の完了
を知らせる信号が送出される（ステップＳ１７）。これにより、基準信号生成部１７での
黒レベル信号の生成が停止され、通常の撮像動作が再開される。
【００１６】
　更に、本実施例の超音波診断装置におけるモニタのコントラスト補正の手順について、
図３のフローチャートに基づいて説明する。ユーザが入力部１９から所定の操作を行って
モニタのコントラスト補正を指示すると（ステップＳ２１）、制御部１８は、基準信号生
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成部１７に対して白レベル信号の生成を指示する。制御部１８の指示を受けた基準信号生
成部１７は、白レベル信号を生成して信号合成部１５に送出する（ステップＳ２２）。こ
の場合にも、上記と同様に超音波画像の生成及びグラフィックの生成は停止されるため、
該白レベル信号のみが映像信号としてＣＲＴモニタ２０に出力される。次に、制御部１８
は、ＣＲＴモニタ２０内部のコントロールユニット２５に対してコントラスト補正の開始
を指示する制御信号を送出する（ステップＳ２３）。
【００１７】
　ＣＲＴモニタ２０に入力された白レベル信号は、映像信号増幅部２１及びバイアス調整
部２２を経てＣＲＴ２３のカソードに入力される。このとき、制御部１８からコントラス
ト補正開始の制御信号を受けたコントロールユニット２５により、カソード電流検出部２
４が制御され、上記白レベル信号入力時におけるカソード電流が検出される（ステップＳ
２４）。続いて、コントロールユニット２５は、該検出値が上述の適正値と一致するか否
かを判定し（ステップＳ２５）、一致しない場合には、検出値を適正値に近づけるよう映
像信号増幅部２１を制御して映像信号の増幅率を調整する（ステップＳ２６）。上記ステ
ップＳ２４～Ｓ２６が繰り返し実行され、カソード電流が前記適正値と一致すると、コン
トロールユニット２５から超音波診断装置本体の制御部１８へコントラスト補正の完了を
知らせる信号が送出される（ステップＳ２７）。これにより、基準信号作成部１７での白
レベル信号の生成が停止され、通常の撮像動作が再開される。
【００１８】
　以上のような輝度補正又はコントラスト補正を完了した後は、前記ステップＳ１５又は
ステップＳ２５でカソード電流の検出値が適正値と一致した時点におけるバイアス電圧又
は増幅率でＣＲＴモニタ２０の動作が制御されるため、経年変化等によるモニタの輝度又
はコントラストのずれが補正される。なお、ここでは、輝度補正又はコントラスト補正の
開始をユーザが個別に指示する構成としたが、ユーザが入力部１９で所定の操作を行うこ
とにより、モニタの輝度補正とコントラスト補正が連続的に実行されるような構成とする
こともできる。
【００１９】
　以上、本発明に係る医用画像診断装置について実施例を用いて説明を行ったが、本発明
は上記実施例に限定されるものではなく、本発明の趣旨の範囲内で適宜変更が許容される
ものである。例えば、上記実施例ではモノクロＣＲＴから成るモニタの輝度及びコントラ
ストを調整する機能を備えたものについて説明したが、カラーＣＲＴから成るモニタを備
えた装置についても同様に本発明を適用することができる。この場合、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色
についてそれぞれ上記のような輝度補正及びコントラスト補正を行うことによりＲＧＢの
バランスを適切に調整し、経年変化等による色温度の変化を補正することができる。また
、本発明は、上記のような超音波診断装置のほか、ＭＲＩ(Magnetic Resonance Imaging
：核磁気共鳴画像法)装置やＸ線ＣＴ(Computed Tomography：コンピュータ断層撮影)装置
、ＰＥＴ（Positron Emission Tomography： 陽電子放出断層撮影）装置等の各種医用画
像診断装置にも同様に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施例に係る超音波診断装置の要部構成を示すブロック図。
【図２】同実施例の超音波診断装置におけるモニタの輝度補正の手順を示すフローチャー
ト。
【図３】同実施例の超音波診断装置におけるモニタのコントラスト補正の手順を示すフロ
ーチャート。
【符号の説明】
【００２１】
１０…超音波診断装置本体
１１…プローブ
１２…超音波送受信部
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１３…超音波画像生成部
１４…グラフィック部
１５…信号合成部
１６…Ｄ／Ａ変換部
１７…基準信号生成部
１８…制御部
１９…入力部
２０…ＣＲＴモニタ
２１…映像信号増幅部
２２…バイアス調整部
２３…ＣＲＴ
２４…カソード電流検出部
２５…コントロールユニット

【図１】 【図２】
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